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陞
大
な
、
武
者
人
形

や
武
者
絵
十
二
台
が

夜
空
を
焦
が
し
て
い

ざ
出
陣
。
と
ど
ろ
く

太
鼓
、
ハ
ネ
ト
の
乱

舞
．
．
…
。
短
か
い
奥

に
あ
り
っ
た
け
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
燃
や
し

尽
く
し
た
。
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lll]の人口14,542人 男7,123人女7,419人3,906世帯 昭和57年7月31日現在
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金 木だより（2）

昭
和
四
十
六
年
九
〃
に
金
木

町
、
川
倉
、
撫
良
巾
の
三
農
協

が
合
併
、
今
年
で
十
周
年
を
迎

え
た
こ
と
か
ら
さ
る
八
月
十
日

町
中
央
公
陛
館
で
合
併
十
周
年

紀
念
式
典
が
盛
大
に
挙
行
さ
れ

ま
し
た
。 協

同
と
団
結
雲
う

金
木
農
協
が

合
併
十
周
年
記
念
式
典

闇
F
pQ」

式
典
に
は
、
来
賓
や
役
職
只

の
ほ
か
組
合
“
約
八
百
人
が
出

朧
、
中
谷
藤
太
郎
組
合
踵
が
「

昨
年
、
一
昨
年
と
二
年
続
き
の

冷
害
に
加
え
、
農
作
物
の
輸
入

攻
勢
の
激
し
さ
等
の
農
業
枯
勢

を
兇
極
め
、
合
併
十
周
年
を
迎

弓＆！

念蕪

少

● ／一三

会場を埋めつくした組合員

え
た
今
こ
そ
、
協
同
と
阻
絲
に

よ
る
組
織
力
を
ま
す
ま
す
強
化

し
よ
う
。
」
と
あ
い
さ
つ
し
た

後
、
役
職
口
ら
へ
感
謝
状
や
表

彰
状
を
授
与
、
受
賞
者
を
代
表

し
て
櫛
引
政
雄
さ
ん
が
「
今
後

共
、
農
協
事
業
発
股
の
た
め
尽

力
し
ま
す
。
」
と
謝
辞
を
の
べ
、

統
い
て
州
中
町
長
ら
が
祝
辞
を

の
べ
ま
し
た
。

受
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

○
感
謝
状

生きがいのある老人福祉を
第20回北郡老人福祉大会

生
き
が
い
の

あ
る
禰
祉
を
ｌ

と
蛎
・
一
十
Ｍ
北

郡
老
人
細
祉
大

会
が
さ
る
七
川

三
十
一
川
、
当

町
の
老
人
拙
祉

佐
々
木
法
導
、
杣
蝿
装
左
ェ

門
、
佐
藤
直
美

○
表
彰
状

古
川
嘉
之
肋
、
原
川
正
一
、

泉
谷
浦
太
郎
、
櫛
引
政
雄
、
白

川
嘉
四
太
郎
、
津
勘
俊
雄
、
三

上
菊
次
郎
、
中
谷
藤
太
郎
、
泉

谷
柾
太
郎
、
白
川
定
道
、
泉
谷

照
止
、
白
川
章
一
、
津
島
正
次

郎
、
（
以
上
役
員
）

近
藤
満
、
津
島
邦
雄
、
泉
谷
嫡

男
、
木
下
ミ
ヱ
子
（
以
上
職
風
）

セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
、
郡
内
六

町
村
か
ら
二
面
人
の
お
年
寄
り

が
集
ま
り
ま
し
た
。

大
会
は
對
町
の
川
村
雄
三
さ

ん
の
刈
会
で
始
ま
り
、
主
催
者

を
代
衣
し
て
金
沢
北
郡
老
人
ク

ラ
ブ
連
合
会
踵
（
鶴
川
町
）
の
あ●

八
〃
十
六
ｕ
、
中
型
町
出
身

の
関
脇
出
羽
の
花
関
が
「
一
ｕ

署
豊
」
と
し
て
、
町
氏
に
交
迦

事
故
防
止
と
犯
罪
防
止
を
呼
び

か
け
ま
し
た
。

金
木
署
で
「
一
Ｈ
署

長
」
を
委
蛎
さ
れ
、
沓

Ⅲ

類
の
決
裁
や
箸
卿
ら
に

訓
示
を
行
っ
た
後
、
役

場
前
で
「
町
民
の
集
い

」
が
附
か
れ
、
川
小
町

踵
や
陳
川
県
縦
ら
に
統
《

一

い
て
壷
峨
「
み
ん
な
で

協
〃
し
て
犯
罪
や
小
故

の
な
い
町
づ
く
り
を
ｌ
」

一

と
訴
え
、
詰
め
か
け
た

町
氏
か
ら
盛
ん
な
拍
手

い
さ
つ
の
あ
と
、
長
寿
者
や
功

労
者
等
を
表
彰
、
田
中
町
長
ら

が
祝
辞
を
の
べ
ま
し
た
。

午
後
か
ら
は
昼
食
の
あ
と
、

民
謡
や
手
蹴
り
な
ど
の
ア
ト
ラ

ク
シ
ョ
ン
を
楽
し
み
、
生
き
が

い
の
あ
る
福
祉
を
求
め
て
交
歓

し
て
い
ま
し
た
。

当
町
で
表
彰
さ
れ
た
方
は
次

の
と
お
り
で
す
。

○
九
十
歳

黒
滝
善
之
助
（
蒔
川
）
、
佐

出
羽
の
花
が
一
日
署
長

事
故
防
止
、
防
犯
呼
び
か
け
る

野
洪
（
嘉
瀬
）
、
前
出
り
さ
（

あ
し
の
園
）
古
川
と
み
（
喜
良

市
）
、
今
ヤ
ョ
（
喜
良
市
）

○
八
十
歳
夫
婦

阿
部
重
吉
、
ミ
子
（
金
木
）

泉
谷
豊
次
郎
・
ヨ
シ
ヲ
（
川

倉
）
、
今
謙
光
・
ト
ミ
（
喜
良

市
）○
功
労
者

沢
川
与
作
（
金
木
）
、
元
石

繁
正
（
喜
良
市
）

を
浴
び
、
子
供
た
ち
か
ら
握
手

を
求
め
ら
れ
笑
顔
で
応
じ
て
い

ま
し
た
。
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（3）金木だより

さ
る
八
月
六
日
、
町
商
工
会

館
で
政
治
学
習
会
が
開
か
れ
、
・

約
六
十
人
の
町
民
が
参
加
Ｉ
、

熱
心
に
学
ん
で
い
ま
し
た
。

こ
の
学
習
会
は
、
よ
り
よ
い

代
表
者
を
選
ぶ
た
め
に
は
、
政

治
や
行
政
を
知
ろ
う
ｌ
と
町
選

挙
管
理
委
旦
会
（
津
蝿
正
次
郎

委
旦
長
）
と
明
る
い
選
挙
推
進

協
縦
会
（
相
馬
京
子
会
長
）
が

共
催
し
て
開
い
た
も
の
で
す
。

津
熾
姿
瓜
長
の
あ
い
さ
つ
に

続
い
て
、
岡
本
千
吉
郎
氏
（
県

政
治
学
習
会

明
る
い
選
挙
推
進
協
縦
会
常
任

委
幽
）
が
「
雌
近
の
政
治
と
私

た
ち
の
日
常
生
活
に
つ
い
て
」

と
通
し
て
識
演
。
世
界
枯
勢
か

ら
川
内
怖
勢
、
そ
し
て
政
治
が

私
た
ち
と
ど
う
か
か
わ
り
が
あ

る
か
な
ど
の
話
を
熱
心
に
聴
き
い

』／
F
』

っ
て
い
ま
し
た
。

そ
の
あ
と
、

質
疑
応
答
に
移

り
、
五
名
が
質

問
。
元
新
聞
記

者
ら
し
く
、
弁

舌
さ
わ
や
か
な

応
答
に
参
加
者

全
員
が
納
得
し

て
い
た
様
子
で

し
た
。質
疑
応
答
の

要
旨
は
次
の
と

お
り
で
す
。 ●講演する

岡本千吉郎氏

近
藤
仁
さ
ん

貿
易
摩
擦
や
産
業
ス
パ
イ
問

題
を
新
聞
で
兄
る
と
、
ｕ
本
は

他
川
に
嫌
わ
れ
て
い
る
の
で
は

な
い
か
。

岡
本
先
生
Ｉ
国
際
経
済
で
、
川

本
ぐ
ら
い
あ
の
手
．
こ
の
手
で

発
股
し
た
脚
は
な
い
。
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
ー
の
開
発
は
ア
メ
リ
カ

よ
り
進
ん
で
い
る
。
ア
メ
リ
カ

な
ど
の
技
術
を
入
手
し
、
そ
れ

に
改
良
を
加
え
、
外
側
の
も
の

よ
り
も
優
れ
た
製
舳
を
作
っ
て

い
る
の
で
、
日
本
を
警
戒
し
て

い
る
。か
つ
て
日
本
に
は
苓
戦
と
い

う
名
機
が
あ
っ
て
、
ア
メ
リ
カ

の
あ
ら
ゆ
る
飛
行
機
に
優
っ
て

い
た
。
ア
メ
リ
カ
で
は
こ
の
苓

戦
を
分
解
調
査
し
、
零
戦
を
上

廻
る
優
秀
な
飛
行
機
を
作
り
あ

げ
た
と
い
う
。
い
つ
の
場
合
で

も
技
術
の
争
い
な
の
で
す
。

ア
メ
リ
カ
の
製
品
を
分
析
し

て
、
優
秀
な
頭
脳
で
、
安
く
て 喜良市

質
の
よ
い
新
製
姉
を
ど
ん
ど
ん

作
り
出
し
、
日
本
の
工
業
は
発

脹
し
て
来
た
。
こ
う
い
う
こ
と

は
世
界
の
あ
ら
ゆ
る
川
で
も
あ

る
。
日
本
だ
け
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト

に
し
な
い
で
も
よ
い
と
思
う
の

で
す
が
、
勤
勉
さ
と
賢
さ
に
も

陳
因
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

気
仙
千
鶴
子
さ
ん

新
聞
を
兄
る
と
、
灯
油
群
の

他
上
り
は
円
安
が
腺
因
だ
と
い

う
が
、
な
ぜ
円
安
に
な
れ
ば
値

上
り
し
円
商
に
な
れ
ば
安
く
な

る
の
か
。

岡
本
先
生
Ｉ
灯
油
等
の
仙
上
り

は
原
仙
が
影
響
し
ま
す
。
円
安

と
は
、
ド
ル
に
対
し
て
日
本
の

交
換
比
率
が
商
い
と
い
う
こ
と

で
す
。
例
え
ば
、
一
ド
ル
二
百

五
十
円
で
あ
っ
た
の
が
、
二
百

円
に
な
れ
ば
円
商
と
い
い
、
三

百
円
に
な
れ
ば
円
安
と
い
い
ま

す
。
世
界
経
済
の
決
裁
は
ド
ル

で
行
い
ま
す
か
ら
、
外
脚
か
ら

品
物
を
買
う
時
も
ド
ル
で
す
。

つ
ま
り
、
今
ま
で
二
百
五
十

円
で
闘
っ
て
い
た
石
油
が
円
商 木金

●

中
谷
サ
ッ
さ
ん

川
本
は
食
粗
を
外
凹
か
ら
輸

入
し
て
い
る
が
、
万
一
戦
争
に

で
も
な
っ
た
ら
ど
う
な
る
の
で

し
ょ
う
か
。

岡
本
先
生
Ｉ
確
か
に
大
変
な
問

迦
で
す
。
ア
メ
リ
カ
・
叩
仙
・

北
朝
鮮
な
ど
で
は
す
で
に
食
樹

の
倣
蓄
を
始
め
て
い
る
。
日
本

で
も
余
り
米
を
備
蓄
す
れ
ば
よ

い
が
、
食
管
赤
子
の
増
大
で
財

政
上
で
き
な
い
。
や
は
り
将
来

に
備
え
て
、
食
樋
の
自
給
率
を

商
め
る
こ
と
が
大
切
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

で
二
百
円
で
買
え
れ
ば
値
下
が

り
し
、
円
安
で
三
百
円
で
買
え

ば
値
上
り
し
ま
す
。

葛
西
雪
丸
さ
ん

が
少
年
の
犯
罪
が
起
き
て
る

一
番
の
腺
凶
は
何
か
。
ま
た
、

’
金 木金 木

行
政
改
革
に
つ
い
て
、
ど
う
考

え
て
い
る
か
。

岡
本
先
生
Ｉ
青
少
年
犯
罪
を
防

止
す
る
に
は
学
校
・
社
会
・
家

庭
、
こ
の
三
つ
の
協
力
が
大
切

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
中

で
家
庭
で
の
防
止
と
い
う
こ
と

「
己
団

を
真
剣
に
と
り
あ
げ
る
こ
と
カ

ポ
イ
ン
ト
で
な
い
で
し
ょ
う
か
。

行
政
改
球
は
絶
体
に
や
っ
て

も
ら
わ
な
く
て
は
胴
る
。
現
内

閣
で
出
来
な
け
れ
ば
、
そ
れ
に

代
っ
て
、
や
っ
て
み
せ
る
と
い

う
政
治
家
の
出
現
を
期
待
す
る
。

行
轆
は
、
答
申
が
出
た
か
ら
直

ぐ
実
行
に
移
す
と
い
う
も
の
で

は
な
い
と
思
う
。

木
下
タ
ミ
さ
ん

七
十
才
以
上
の
老
人
医
族
蟹

が
有
料
に
な
る
と
い
う
が
、
本

当
で
し
ょ
う
か
。

岡
本
先
生
Ｉ
今
後
は
い
く
ら
か

の
負
担
を
し
て
出
う
こ
と
に
な

り
ま
す
。
た
だ
し
、
ラ
ン
ク
が

あ
っ
て
、
年
金
収
入
だ
け
の
方

と
所
好
の
多
い
方
と
の
格
差
は

つ
き
ま
す
。
実
施
は
来
年
以
降

だ
と
思
い
ま
す
。

嘉 瀬
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金木だよトノ毛(4）

あさむしへ

えんそ

第四保育所

いまるおか・さ

喜良市下派

（5歳）

場
〈

とみ
一

、ノ
はあなたが

･話題など

画室まで

ご連絡下さい。

いつでも取材に伺います。
こ
の
大
会
は
、
金
木
町
校
外

指
導
連
絡
協
談
会
が
主
惟
、
毎

年
附
い
て
い
る
も
の
で
す
。

こ
の
Ｈ
は
う
だ
る
よ
う
な
暑

さ
。
参
加
し
た

一
つ
千
子
供
達
は
四
～

よ
弓
五
人
ず
つ
の
グ

↓

を
え
グ
ル
ー
●
フ
を
つ
く

体
た
ン
り
ゞ
一
手
＃

と
き
訓
灘
崎
肢

恥
一
一
図
と
に
ら
め
っ。』

４み
ェ
こ
し
な
が
ら
ひ

鮴
荊
継
唯
骸

て
歓
声
を
あ
げ

力
づ
く
、
墨

奥
休
み
中
の
非
行
防
止
と
体

力
づ
く
り
に
Ｉ
と
七
川
二
十
一

Ⅱ
、
芦
野
公
別
の
問
州
で
オ
リ

エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ
大
会
が
附
か

れ
、
町
内
の
児
童
、
生
徒
三
面

五
十
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

Ⅱ
、
芦
野

エ
ン
テ
ー
Ⅲ

奥
休
み

Ｊ
１

●

る
ｆ
供
、
探
せ
ず
に
あ
き
ら
め

次
の
ポ
ス
ト
め
ざ
し
て
走
る
子

供
。
汗
だ
く
で
噸
張
り
ま
し
た
。

ス
タ
ー
ト
か
ら
一
時
間
半
ほ

ど
で
ゴ
ー
ル
イ
ン
。
大
会
役
風

の
先
生
か
ら
全
“
が
参
加
徴
を

批
い
、
料
さ
や
疲
れ
を
忘
れ
て

に
っ
｝
」
り
・
「
ぼ
く
達
は
、
非
行

に
な
ど
走
り
ま
せ
ん
。
」
と
誓
っ

て
い
る
よ
う
で
し
た
。

、

乙
建
咋
浬蕊

’や,一■『ノー査企畢置

かに取り

川倉小3年其田昌桂

微笑園

金木小4年古jll美香

中
里
町
、
竹
内

武
六
支
部
長
）

か
ら
十
八
名
の

選
手
が
参
加
、

川
頃
の
射
場
訓

練
と
打
沓
鳥
獣

駆
除
で
鍛
練
し

た
成
果
を
発
揮
、

金
木
分
会
（
小

野
祐
蔵
分
会
長

）
Ａ
チ
ー
ム
が

兄
蛎
総
合
優
勝

を
果
し
ま
し
た
。

そ
の
他
の
紬

北
五
支
部
対
抗
射
撃
大
会
が
行

わ
れ
、
金
木
支
部
（
金
木
町
、

さ
る
八
川
二
日
、
が
森
巾
の

県
猟
友
会
射
撃
場
で
第
一
川
西

金
木
支
部
総
合
優
勝

第
一
回
西
北
五
支
部
対
抗
射
撃
大
会

一一弓－

9豆且

一

睡③●
采
は
次
の
と
お
り
で
す
。

Ｉ
ト
ラ
ッ
プ
競
技
Ｉ

○
団
体
一
位
金
木
Ａ
（
角

川
吉
之
助
、
角
出
美
佐
男
、
岩

今il－－ルビ上

］
せ
ん
せ
い

喜
良
市
小
二
年

伊
丸
岡
道

一
一

でか

乢
珂

q

－．－9

Ｊ
□
ｂ
Ｆ
■
Ｎ
五
一

間
茂
道
）
三
位
金
木
Ｂ
（

白
川
餐
康
、
斉
藤
正
悦
、
白
川

英
憲
）
○
個
人
一
位
角

川
吉
之
助
、
二
位
岩
間
茂
道

三
位
角
田
美
佐
男

Ｉ
ス
キ
ー
ト
競
技
Ｉ

ｏ
団
体
二
位
金
木
Ａ
（
中

谷
新
勝
、
沢
川
文
雄
、
桑
田
清

次
）
三
位
金
木
Ｂ
（
加
藤

良
一
、
沢
川
義
僧
、
沢
出
幸
男

）
○
個
人
三
位
中
谷
新

勝
、
五
位
沢
川
文
雄

し
か
け
を
ポ
イ
ン
ト
に
投
げ
た

ピ
ク
ピ
ク
と
動
く

う
き
が
グ
イ
ッ
グ
イ
ッ
と
強
く

ひ
く
わ
く
わ
く
す
る

そ
ら
き
た
ぞ

大
き
い
の
や
小
さ
い
の

ピ
ク
ピ
ク

い
ら
い
ら
す
る

あ
た
り
が
な
く
な
っ
た

「
あ
れ
？
」

グ
イ
ッ

そ
ら
き
た
ぞ

大
き
な
大
き
な

す
ご
い
手
ご
た
え
だ

つ
り嘉瀬
小
五
年

土
岐
純
也

一

二一一宇一 一



（5）金木だより
ず

今
Ｍ
は
鋤
り
や
歌
な
ど
で
お

年
寄
り
か
ら
悪
ば
れ
て
い
る
花

剛
郷
跳
研
究
会
（
中
西
滴
逸
会

挺
）
を
紹
介
し
ま
す
。

中
西
さ
ん
は
子
供
の
頃
か
ら

知
ら
れ
た
伽
り
の
名
手
。
十
一

年
軽
前
、
隣
り
近
所
の
鋤
り
の

好
き
な
人
た
ち
が
ま
と
ま
っ
て

剛
り
の
稽
古
を
し
よ
う
と
、
中

西
さ
ん
宅
に
集
ま
っ
た
の
が
会

発
足
の
き
っ
か
け
に
な
っ
た
と

の
こ
と
で
す
。
．

踊りや歌で慰問Ⅱ年
花扇舞踊研究会

仲
間
ヒ

ヒ
這
に

仕
聯
の
忙
し
い
夏
の
川
を
除

き
、
毎
月
の
よ
う
に
稽
古
を
砿

ね
て
い
る
う
ち
に
剛
り
も
め
き

め
き
上
述
、
こ
う
な
る
と
そ
れ

だ
け
で
は
物
足
り
な
く
な
る
の

が
人
怖
と
い
う
も
の
。
発
表
会

を
開
い
て
川
域
の
練
習
の
成
果

を
披
撚
し
た
い
と
い
う
砧
が
出

始
め
、
色
々
扣
縦
の
結
果
、
老

人
ク
ラ
ブ
で
発
衣
会
を
開
く
と

い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

雌
初
は
金
木
老
人
ク
ラ
ブ
睦

会
で
慰
問
を
兼
ね
発
衣
会
を
開

催
、
こ
れ
が
以
外
に
好
緋
を
受

け
、
以
後
、
町
の
催
し
物
や
祝

賀
行
噸
な
ど
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ

●

ン
と
し
て
お
呼
び
が
か
か
る
な

ど
、
そ
の
存
在
が
知
ら
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

現
在
会
風
は
老
満
男
女
合
わ

せ
て
一
十
八
人
。
新
郷
剛
、
乎

伽
り
の
ほ
か
波
歌
、
歌
謡
曲
と

裟
域
を
広
げ
練
習
に
余
念
が
な

い
。
会
絲
成
以
来
雄
大
の
行
噸
と

な
っ
た
の
は
昨
年
十
二
川
十
三

日
、
金
木
町
社
会
描
祉
協
鍍
会
と

共
他
で
中
火
公
陛
蛇
で
附
い
た
歳

末
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
舞
剛
シ
ョ
ウ
。

町
民
三
百
人
余
り
が
会
場
を
埋

め
つ
く
し
、
大
盛
況
の
う
ち
に

終
わ
り
、
会
“
一
Ｍ
Ⅱ
噸
の
苦

労
も
吹
き
と
ぶ
ほ
ど
喜
び
合
っ

た
と
い
う
こ
と
で
す
。

こ
の
Ⅱ
の
益
金
は
全
て
一
人

群
ら
し
の
老
人
な
ど
恵
ま
れ
な

い
方
々
に
歳
末
兄
舞
舳
と
し
て

畑
ら
れ
葛
ば
れ
ま
し
た
。

現
在
、
会
の
年
中
行
猟
の
一

つ
と
な
っ
て
い
る
の
に
、
特
別

養
謹
老
人
ホ
ー
ム
あ
し
の
剛
（

金
木
血
、
肺
杣
刷
（
中
里
町

）
の
慰
問
が
あ
り
、
特
に
跡
和

幽
に
は
八
年
ｕ
だ
そ
う
で
す
。

今
年
の
十
二
川
に
は
鋪
二
凹

川
の
発
衣
会
を
予
定
し
て
お
り
、

中
西
さ
ん
は
じ
め
会
典
一
Ｍ
張

り
切
っ
て
練
習
に
励
ん
で
い
ま

す
。

成
ひ
灘
補

結
城
測
繩

人
ブ
成
さ
れ
七
川
一

婦
ラ
撒
帥
洲

垂
ク
Ｍ
式
が
行
わ
れ

州
火
ま
し
た
．

限
防
金
源
腓

ｆ

ク
ラ
ブ
（
片
岡

幼
八
千
雄
幹
蛎
鐘

）
、
縣
瀬
少
年
防
火
ク
ラ
ブ
（
小

山
内
稚
美
幹
靭
長
）
及
び
諾
瀬

婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
（
上
岐
和
子

会
踵
）
の
会
員
ら
百
名
が
出
席
。

川
小
町
煙
ら
の
あ
い
さ
つ
や
祝

辞
な
ど
に
応
え
、
土
岐
和
／
』
さ

ん
が
「
防
火
意
識
を
商
め
安
全

な
家
庭
を
築
き
ま
す
。
」
と
瓶
誓

し
ま
し
た
。

●
ｆ
供
の
場
合
は
親
ｆ
関

係
、
家
庭
環
境
に
左
打

さ
れ
る
こ
と
が
多
い
よ

う
で
す
。

ｒ
供
に
卿
主
性
を
持

た
せ
る
た
め
に
は
、
と

や
か
く
干
渉
し
な
い
こ

と
が
ま
ず
第
一
で
、
思

い
辿
り
に
さ
せ
て
や
る

こ
と
が
大
切
で
す
。

ｆ
供
が
凹
分
で
何
か

を
し
よ
う
と
す
る
と
き

お
膳
立
て
を
し
て
や
っ

た
り
、
ま
た
逆
に
「
い

け
ま
せ
ん
」
と
か
「
あ

と
に
し
な
さ
い
」
と
い

っ
て
、
親
の
一
方
的
指

ｎ
分
で
毒
え
行
動
す
る
、
人

に
細
ら
ず
ｎ
分
の
力
で
や
り
ぬ

く
ｌ
ｎ
主
性
と
は
こ
の
よ
う
な

心
理
的
特
性
を
い
い
ま
す
が
、

不
に
従
わ
せ
よ
う
と
す
る
こ
と

か
あ
り
ま
す
。 魚

母
と
子

の
会
話

■■成功感を味わわせよう
こ
れ
で
は
、
子
供
が
自
主
的

に
側
か
を
し
た
、
自
分
の
考
え

と
力
で
行
っ
た
と
い
う
経
験
が

持
て
ず
、
ｎ
主
性
は
育
ち
ま
せ

ん
。

子
供
が
ｎ
分
で
物
事
を
考
え
、

ｎ
分
の
行
動
と
尚
任
で
行
う

よ
う
に
し
む
け
ま
し
ょ
う
。

か
ら
生
じ
ま
す
が
、
「
や
る
気

」
を
、
王
性
に
ま
で
育
て
て
い

く
に
は
、
親
の
激
励
や
助
言
な

ど
が
必
要
で
す
。
そ
の
意
味
で

は
、
子
供
の
、
主
性
は
、
親
が

つ
く
り
育
て
る
も
の
で
あ
る
と

い
え
る
で
し
ょ
う
。

兄
て
い
て
、
じ
れ
っ

た
い
こ
と
が
あ
っ
て
も

ｕ
や
手
は
州
さ
ず
、
内

分
一
人
で
成
し
と
げ
た

と
い
う
成
功
感
を
味
わ

わ
せ
る
よ
う
に
し
た
い

も
の
で
す
。

大
切
な
こ
と
は
、
子

供
が
く
じ
け
そ
う
に
な

っ
た
と
き
は
励
ま
し
て

や
る
こ
と
と
、
成
功
し

た
と
き
に
は
ほ
め
て
あ

げ
、
喜
び
を
と
も
に
す

る
こ
と
で
す
。

側
主
性
は
子
供
自
身

の
、
何
か
を
し
て
み
よ

う
と
い
う
「
や
る
気
」

じ
ま
す
が
、
「
や
る
気

ｰ
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中
川
水
利
地
力
部
股
業
土
木

技
術
者
の
一
行
が
、
さ
る
七
月

二
十
Ｍ
土
地
改
良
覗
業
視
察
の

た
め
小
川
川
上
地
改
良
ば
ぃ
務

所
を
肋
れ
ま
し
た
。

一
行
は
梁
鑑
水
迦
部
外
覗
司

剛
司
長
を
剛
踵
に
汁
六
人
。
七

月
八
日
に
来
日
し
た
あ
と
、
各

地
の
か
ん
が
い
排
水
事
業
な
ど

を
視
察
、
十
九
Ｈ
に
初
め
て
本

叫
入
り
し
た
も
の
で
す
。

こ
の
川
午
後
二
時
、
一
行
は

脱
川
一
実
理
躯
焚
以
下
全
役
職

貝
の
歓
迎
を
受
け
到
着
。
脈
出

理
蛎
長
が
「
当
地
区
は
湿
田
で

生
産
性
が
低
い
土
地
で
あ
る
が
、

排
水
改
良
と
川
水
確
保
な
ど

ほ
場
整
伽
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

蛎
業
概
況
に
つ
い
て
考
察
し

て
い
た
だ
き
た
い
」
と
歓
迎
の

あ
い
さ
つ
、
こ
れ
に
応
え
梁
刷

長
は
「
川
本
の
か
ん
が
い
排
水

郵
業
を
学
ぶ
た
め
に
来
た
が
、

中
川
と
Ｈ
本
、
特
に
げ
森
蝶
と

は
自
然
斑
境
が
似
か
よ
っ
て
お

り
、
州
川
後
大
い
に
役
立
つ
と

▲
■■■■

－

中
国
か
ら
六
人
カ
ナ
ダ
か
ら
留
学
生

農
業
土
木
技
術
交
流
ラ
イ
オ
、
美
ク
ラ
ブ
が
招
く

イ
・
ハ
オ
よ
う

思
う
」
と
あ
い
さ
つ
。
こ
の
後
、

聯
業
概
況
に
つ
い
て
説
明
を
受

け
、
熱
心
に
聰
き
入
っ
て
い
ま

し
た
。ま
た
、
昨
年
中
図
か
ら
永
住

州
川
し
た
山
中
テ
ッ
さ
ん
、
夫

の
大
志
さ
ん
、
そ
れ
に
・
一
女
の

雪
子
さ
ん
ら
も
歓
迎
の
た
め
出

席
。
雪
子
さ
ん
が
「
家
族
一
同

元
気
に
群
ら
し
て
い
ま
す
。
」

と
あ
い
さ
つ
、
梁
川
長
ら
と
和

や
か
に
紙
り
合
い
、
速
い
故
国

を
偲
ん
で
い
ま
し
た
。

● ▼

▲カ
ナ
ダ
か
ら
交
換
留
学
生
が

来
町
、
川
中
町
奨
を
訪
問
し
ま

し
た
。
来
町
し
た
の
は
、
カ
ナ
ダ
・

ア
ル
バ
ー
タ
州
エ
ド
モ
ン
ト
市

に
住
む
商
校
二
年
生
の
ウ
イ
ル

フ
レ
ッ
ド
・
ハ
ン
ラ
テ
イ
君
。

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
国
際
協
会

３
３
２
１
Ａ
地
Ⅸ
（
肯
森
蝶
）

が
カ
ナ
ダ
か
ら
迎
え
た
交
換
留

学
生
二
人
の
う
ち
一
人
で
、
金

木
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
（
西
村

昭
八
会
長
）
が
引
き
受
け
る
こ

原田理事長の歓迎をうける梁団長（左側）

モ

－コ

●
《
《

□
Ｉ
よ
う
↓

１
１

11

1

1、

と
に
な
っ
た
も
の
で
す
。
ウ
イ

ル
フ
レ
ッ
ド
君
は
、
海
外
経
験

は
英
川
に
次
い
で
二
Ｍ
凶
。
趣

味
は
狩
猟
、
魚
釣
り
、
ス
キ
ー

と
活
発
な
少
年
で
す
。

こ
の
ｕ
は
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ

リ
ー
の
一
戸
彰
さ
ん
に
付
き
添

わ
れ
、
自
転
血
に
乗
っ
て
訪
問
。

役
場
で
川
中
町
長
と
握
手
し

な
が
ら
、
片
言
の
Ⅱ
本
紙
で
「

ド
ウ
ゾ
、
ヨ
ロ
シ
ク
」
と
あ
い

さ
つ
し
周
州
を
笑
わ
せ
て
い
ま

し
た
。
日
本
の
印
象
と
留
学
の

川
的
に
つ
い
て

ウ
イ
ル
フ
レ
ッ

ド
君
は
「
カ
ナ

長
ダ
と
違
っ
て
む

会
し
暑
く
っ
て
参

寸酎
っ
た
。
Ⅱ
本
人

は
は
親
し
み
が
あ

毎
っ
て
寛
大
で
す
。

手
日
本
の
文
化
と

握
簡
単
な
日
本
紙

と長
を
勉
強
し
た
い
。

輌
と
紬
し
て
い
ま

田
し
た
。

▼
● L一

１
１
せ
ん
き
よ
の
知
織
⑤

選
挙
を
行
う
区
域
の
単
位
と

し
て
役
け
ら
れ
て
い
る
の
が
選

挙
侭
で
、
選
挙
ご
と
に
は
次
の

よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
（
知
事
、

町
長
選
挙
は
竹
き
ま
し
た
。
）

○
衆
議
院
議
員
総
選
挙

全
川
で
百
二
十
Ⅸ
、
疋
数
五

白
十
一
人
。
耐
森
蝶
は
二
つ
の

睦
に
分
か
れ
て
お
り
、
金
木
町

は
節
二
ば
に
入
っ
て
い
ま
す
。

定
数
は
三
人
。

○
参
議
院
議
員
通
常
選
挙
（
三

年
ご
と
に
半
数
ず
つ
改
選
）

全
川
陞
（
全
脚
を
一
つ
の
選

挙
瞳
と
す
る
。
）
の
疋
数
は
白

人
。
地
方
ば
（
各
都
迩
肝
喋
を

選
挙
Ⅸ
と
す
る
。
）
の
定
数
は

百
五
十
二
人
と
な
っ
て
お
り
、

〃
森
以
の
疋
数
は
二
人
。

○
県
議
会
議
員
一
般
選
挙

郡
、
巾
ご
と
に
十
五
峰
に
分

か
れ
て
お
り
、
定
数
は
五
十
二

人
。
北
津
蛭
郡
の
定
数
は
三
人

で
す
。 こ

の
後
、
ウ
イ
ル
フ
レ
ッ
ド

淵
は
八
月
七
日
ま
で
一
戸
さ
ん

方
に
寄
宿
・
芦
野
公
閲
兄
学
や

選
挙
区
と
定
数

（
お
詫
び
）
七
刈
号
で
、
膿

業
委
旦
の
任
期
が
剛
年
と
あ
り

ま
し
た
が
、
三
年
の
誤
り
で
す

の
で
お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま

す
。 ○

町
纏
会
溌
員
一
般
選
挙

金
木
町
は
地
方
口
治
法
で
二

十
六
人
の
定
数
が
定
め
ら
れ
て

い
ま
す
が
、
町
条
例
で
二
十
人

に
減
じ
て
い
ま
す
。

○
農
業
委
員
会
委
員
選
挙

第
一
選
挙
区
（
旧
金
木
）
定

数
七
人
。
第
二
選
挙
区
（
旧
嘉

瀬
）
定
数
五
人
。
第
三
選
挙
区

（
旧
掛
良
巾
）
定
数
三
人
。
｜

○
小
田
川
土
地
改
良
区
総
代
選
挙
一

金
木
、
中
里
、
五
所
川
陳
の
一

三
区
に
分
か
れ
て
お
り
、
そ
れ

ぞ
れ
二
十
人
の
定
数
。

○
財
産
区
識
会
繊
員
選
挙
一

大
宇
轡
良
巾
は
定
数
十
人
。

大
字
磯
瀬
が
定
数
八
人
と
な
っ

て
い
ま
す
。

岩
木
山
登
山
な
ど
体
験
、
八
月

八
日
に
は
十
和
出
市
入
り
し
ま

し
た
。

ー
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＝

&心乃

旧満州開拓団

同志たちよ安らかに

満
州
に
散
っ
た
仲
間
よ
安
ら
境
が
災
い
し
、
次
々
と
病
に
倒

か
に
１
．
戦
前
、
満
州
（
現
中
れ
昭
和
二
十
一
年
九
川
§
祖
凶

原
鬮
北
地
方
）
冊
煎
に
蝋
の
土
を
蹄
ん
だ
の
は
半
瞥
下

血
叩
剛
只
と
し
て
入
植
、
倒
れ
て
い
だ
っ
た
そ
う
で
す
。

ｊの
っ
た
仲
間
の
遜
を
慰
め
よ
う
Ｉ
そ
れ
か
ら
二
十
六
年
、
志
半

奏
と
、
§
ら
が
川
息
の
Ⅲ
ば
息
窓
に
も
淵
の
土
と
な

嶮
鮒
僻
錨
諏
州
墹
峠
《
嫌
鯏
柵
溌
雛
蝿

１

兜
内
外
か
ら
当
時
の
開
妬
剛
只
町
の
工
藤
砿
一
郎
さ
ん
ら
有
志

幕
蕊
識
蕊
灘
一
口
練
て
壱
く
ら
れ
ま
し
た
。

除
”
．

の

開
拓
川
は
が
盤
廿
森
蝶
開
拓

を塔
挑
測
柵
叩
晦
蝿
一
籍

雷
雲
恥
斗
喋
漉
‐
信
六
匙
璽
一
戸

七
〃

塔
挑
測
柵
叩
晦
墜

雷
雲
九
十
七
家
族
三
百
六
十
三
名

慰
澱
鯏
踊
灘
漣

渡
っ
た
も
の
で
す
。
開
拓
Ｍ
は
辛

苦
を
な
め
て
、
｜

よ
う
や
く
尖
り
一

を
手
に
し
た
の

も
束
の
間
、
敗

戦
を
契
機
に
過

酷
な
Ｈ
々
が
続

き
、
男
た
ち
は
一

炭
鉱
夫
と
し
て

働
く
こ
と
を
余

儀
な
く
さ
れ
た

と
い
い
ま
す
。

不
慣
れ
な
仕
事

と
不
衛
生
な
環
一

●

一
惰
州
“
御
一
皿
準
一
“
鋤

一
野
宮
袖
（
弘
之
）
金
木

一
価
御
辱
幟
一
“
州
一
川
〃
愈

一
今
な
つ
み
（
論
郎
）
撫
良
市

一
伊
丸
岡
美
樹
（
剛
ロ
秀
）
〃

土
岐
輿
史
（
美
樹
）
黙
瀬

一
壁
嘩
鋤
響
一
榊
該
一
癖
良
細

一
川
山
弘
記
（
敬
一
）
金
木

出
中
里
沙
（
彰
）
〃

今
友
花
（
君
弘
）
嘉
瀬

成
出
典
衣
（
邦
彦
）
金
木

川
中
柿
一
（
哲
謬
）
〃

お
め
で
と
う

塔
は
亜
さ
七
ト
ン
の
口
然
石
で

北
村
知
蛎
が
揮
ご
う
し
た
立
派

な
も
の
で
す
。

こ
の
日
は
あ
い
に
く
の
雨
で

し
た
が
、
参
列
者
が
続
々
と
柴

合
、
円
会
を
喜
び
合
っ
て
い
ま

し
た
。
ま
た
式
で
は
、
川
小
町

艇
が
地
元
を
代
表
し
て
祝
制
を

の
べ
、
銃
経
の
流
れ
る
な
か
次

々
と
献
花
。
苦
難
の
逆
を
と
も

に
歩
ん
だ
Ｍ
志
を
し
の
ん
で
い

ま
し
た
。

へ へへへへへへへへへ
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お
し
あ
わ
せ
に

●

（
鋤
の
篭
静
恵
鮒

（
測
る
辮
噸
厩
猟

（
惟
峪
峠
（
私
準
却
）
鉢
海
極

へ
粧
木
光
彦
（
昭
治
）
金
木

一
工
藤
節
子
（
又
血
郎
）
車
力
村

（
討
叫
朋
蓉
一
軸
唾
》
崎
僻

（
齢
耐
て
丞
穆
一
恥
率
一
躍
玉
粋

（
畦
岫
忠
封
宗
一
挫
梱
一
錨
崎
叫

（
蹴
懇
礪
忘
鮴

（
州
碓
嘩
檸
一
神
職
一
鋤
良
岬

霧
悦
竺
謬
巍
似

（
碑
谷
山
嶮
柾
一
葎
唯
一
釧
川
雌

（
剛
嘩
雌
包
一
献
》
一
岬
形
蝿

（
鯛
馳
（
垂
腱
蔀
瀞

（
睦
硲
木
錘
群
一
吋
“
一
剛
柳
唯

（
鯛
志
脇
（
識
誹
）
錘
棚

（
癖
州
鄙
利
一
”
蔀
一
針
柏
枠

（
虹
鵬
祁
葎
一
窪
孝
一
斜
里
袖

白
川
久
三
郎
（
帥
）
川
倉

佐
々
木
藤
一
郎
（
沼
）
喜
良
市

今
勘
七
（
“
）
〃

山
中
イ
マ
（
詔
）
金
木

野
崎
秀
之
助
（
師
）
〃

今
マ
ツ
両
）
喜
良
巾

今
八
五
郎
（
副
）
〃

白
川
友
美
（
４
）
金
木

出
中
さ
よ
（
“
）
〃
｜

油
谷
オ
ッ
ョ
（
鮨
）
嘉
瀬
一

芳
村
喜
市
行
）
菖
良
市
一
一

新
岡
千
代
一
（
配
）
金
木

角
川
三
治
雄
（
“
）
〃
一
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お
く
や
み

一



金木だより（8）

献農’
乳幼児の健康診査

お知らせ
乳幼児の健康診

査を次の日程で行

います。該当する

乳幼児には、必ず

受診させるように

して下さい。

献血日程

○10時30分～12時

役場削

○13時30分～14時20分

金木ｿ丙院前

○14時20分～15時30分

[IWjjl[学校liij

あなたの献血が………

お互いの生命を救い、あなた

ご自身の健康管理のお役に立

ちます。

献血をした方に、その血液の一

部分で化学的検介をして、その結

果をお知らせします。リ内女(の早期

発兄と]ﾅ防に役立てていただくた

めです。

一一（あなたの善意）－－
福祉のために益金1万6千円

金木町連合行年|jl(陳出政彦|､11

‘長）では、社会柵祉のために役立

てて卜さいと7ノ12511，町ll』央公

民館で|州いたチャリテイーロック

コンサート（出城はロックグルー

プ「フライト」代炎、松柵ilii,1)

'の銑金1万6千Iリを町社会柵祉協

縦会に寄託しました。

､一一ありがとうございました－－ノ

歌会始の

お題｢島」
昭刺58年歌会始のお鼬は「脇」

と疋められました。詠進歌の詠進

要械は次のとおりです。

1.II作の歌で一人一面とします。

2．川紙は半紙とし、毛筆で目il;

して~ドさい。

3．リ内女(などでrl!I｝できない場合

は代兼でも差し支えありません。

4．,lf式は、次のとおりです。

）（3カ月児縄霞診査
口受付'二I時

9月1611(*)

午後1時～1時30分

口場所

公立金木瓶院小児科

口対象

IIMI157年6月生まれ

込

●

1歳6ヵ月児健康診査

口受付I1時

9)11611(*)

午後12時40分～1時

口場所

公立金木）斯院小児科

口対象

llｲ州156年3jl生まれ

(,'『式Ⅸl)

約
劉
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
）

鄭
職使

崎＃
笈が、
心化

生

縮所
11

●
●
●
●
●
●

●
●
●
●
●
●

折
り

11

●
Ⅱ
．
８
Ｊ

」
叩

（約33センチメー､トル）

5．詠進の期|川は、9jjll_|から

10ﾉjl211までです。

6．郵便のあて先は、〒100

束京都千代ll1lX:千代川1番1号

宮内け:とし、封筒に「詠進歌」

とllドき添えて~ドさい。

7．疑lAlな点がありましたら、lli

接宮内庁式部職あてに、返ii

川切手をはった封筒を添えて、

｜川い会わせてドさい。

警察官(B)採用初級試験
のお知らせ

○受付期IAl8ノl30I_|～9ノjl811

○第1次試験lllOj117H(U)

試験場背森商校、弘前商校

八戸西商校

○受験資格ll{{和30年4月211か

ら昭和40年4月lH迄

に生まれたりj子

※受験III込み、問合わせは金木警

察署までどうぞ。

（ ）歯科健康診査
●

口受|､l･ll時

9)121日（火）

午後1時～1時30分

口場所

金木H1｣役場三階大会縦室

口対象

M和55年12ﾉj～56年2月生まれ

児童生徒の明るい選挙啓発標語集①

浦
橋
谷
崎

郁子

美香子

光哉

啓互

金木小4年

害良'ij小6年

川倉小5年

金水中1年

一
一
一

頃
''1分の|｜で選ぼう良い人を‐………‐

正しい選挙で楽しい毎H…･………--‐

けんかなく|ﾘlるい選挙……………………

選挙で決まるあなたの町の道しるべ

大
泉
外

一一一


